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今年度の狛江市総合防災訓練は12月1日㈰！

防犯、防災、その他情報を
メールでお知らせします。

登録はＱＲコードから→

こまえ安心安全
情報メール

登録者数14,500人突破！

自動通話録音機
貸出し中！

申込み先：安心安全課

実際に届いた封筒↑

　狛江市では、市民の皆さんを対象に、年に５回「普通救命講習会」を実施しています。“応急手当普及員”
や“応急手当指導員”の資格を有する狛江市消防団員が講師となり、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方など、救
命の基本を市民の方に教えています。
　病気などで心肺停止になった人を救うには、救急車が到着するまでの間に、バイスタンダー（そばに居
合わせた人）が速やかに心肺蘇生などの応急手当を行う必要があります。いざというときのために、普通
救命講習会に参加して応急手当の知識と技術を身につけておきましょう！！

　架空請求の封書が市内に届いて
います。封書に書かれている電話
番号等には、絶対に連絡しないで
ください。
　財産の差し押さえを強制的に執
行する等と不安をあおり、本人か
らの連絡を求める内容になってい
ます。
　書かれている電話番号に連絡す
ると、弁護士等の紹介費用と称し、
金銭を要求される場合があるので、
絶対に電話をかけないでください。
封書は無視して廃棄してください。

☆不安に感じる場合には、狛江市
消費生活センター（☎０３－３４３０
－１１１１内線２２２９）や調布警察署
犯罪抑止対策推進本部（☎０４２－
４８８－０１１０）へ連絡してください。

今年度の講習会予定

いざというときのために救命講習を受けましょう

　狛江市役所の職員をかたって医療費の還付があ
るという詐欺電話が市内に多くかかってきていま
す。市役所から「手続きがされていない」という
電話をすることは絶対にありません！
　そのような電話がかかってきたときは、詐欺電
話なので内容を聞かず、電話を切ってください。
犯人がATMに誘導することがありますが、ATM
では還付金の手続きはできません。

「封書」による詐欺　急増中！ ★特殊詐欺対策に効果的！

甘い話には裏がある！
「還付金があります」電話は詐欺

子どもたちの安心安全　通学路を見守る地域のボランティア

「学校安全ボランティア」

封筒に入っていた架空請求の通知↑

第３回　８月18日㈰　防災センター302・303会議室
第４回　12月８日㈰　南部地域センター講座・会議室
第５回　令和２年３月15日㈰　防災センター302・303会議室
＜時間＞午前９時～正午
＜対象＞市内在住・在勤の小学５年生以上の方
＜定員＞先着20名
＜費用＞1,400円（再講習1,200円）
■申込み・問い合わせ先：安心安全課消防係　☎03-3430-1111 内線8205
※各回の申込み開始は第３回８月１日㈭、第４回11月15日㈮、第５回令和２年３月２日㈪からとなります。

いつも
ありがとう
ございます

（ボランティアの方から）
「いつもご苦労様です」と感謝の言葉をかけても
らえることがある。このような一言は我々の力と
なり、これからも続けようとの思いになり、元気
が湧くし、うれしくもある。

（こどもたちから）
いつも「おはようございます」とやさしくこえを
かけてもらえるからうれしいです。

エピソードはこちらか
ら読むことができます

←みまもりパトロールエピソード集
「あいさつで　えがおあふれる　こまえの輪」
パトロールをしている見守る側と見守られる側の
児童・保護者のエピソードをまとめました。
安心安全課窓口で配布しているほか、ホームペー
ジでも公開しています。

パトロール時のほっこりエピソードあります

学校安全ボラン
ティアについて
（教育委員会ホ
ームページ）

・�黄色のベストと帽子を着用しているの
は学校安全ボランティアなどの方々で
す。
・�毎日のあいさつが地域の安心安全につ
ながります。
＊�「学校安全ボランティア」は登録制で
す。狛江市では、子どもたちの登下校
時の安全確保のため、「学校安全ボラ
ンティア」を募集しています。地域の
皆さまや保護者の皆さまのご協力をお
願いいたします。

申込み・問い合わせ先：希望する市内の
小学校

「ガク☆チキ」
バックナンバー
はこちらから

黄色のベストと帽子が目印

『できることを、できるときに、できる範囲で。』
通学路の見守り、地域パトロール、通勤パトロール、学校内巡回を行っています。
学校と地域をつなぐ教育広報誌「ガク☆チキ」第６号でも学校安全ボランティアを紹介しています！

防犯

消防

フォーカス！


